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は
じ
め
に

仙
台
藩
の
儒
者
、
大
槻
平
泉
は
『
大
学
』
を
「
宇
宙
第
一
の
書
」
と
述
べ
た
。

こ
れ
は
言
う
ま
で
も
な
く
、
伊
藤
仁
斎
が
『
論
語
』
を
評
し
た
言
葉
を
模
し
た
も

の
で
あ
る
が
、
朱
熹
が
定
め
た
『
大
学
』、『
論
語
』、『
孟
子
』、『
中
庸
』
の
四
書

の
内
、
近
世
日
本
に
お
い
て
、
こ
れ
ほ
ど
ま
で
に
『
大
学
』
を
重
視
し
た
儒
者
が

他
に
い
た
で
あ
ろ
う
か
。

平
泉
が
『
大
学
』
に
着
目
し
た
理
由
の
一
つ
は
、
彼
が
仙
台
藩
藩
校
養
賢
堂
の

学
頭
と
し
て
、
大
規
模
な
学
制
改
革
を
主
導
す
る
立
場
で
あ
っ
た
こ
と
に
関
係
し

て
い
る
。
平
泉
は
学
科
の
増
設
か
ら
、
校
舎
の
拡
充
、
財
政
基
盤
の
確
立
に
至
る

ま
で
、
様
々
な
改
革
を
試
み
た
。

平
泉
が
行
っ
た
養
賢
堂
の
学
制
改
革
に
つ
い
て
は
い
く
つ
か
の
先
行
研
究
が
あ

る
が（

1
）、

そ
の
背
後
に
い
か
な
る
思
想
的
根
拠
が
あ
っ
た
か
と
い
う
点
に
つ
い
て
は

こ
れ
ま
で
議
論
さ
れ
て
こ
な
か
っ
た
。
そ
こ
で
、平
泉
が
晩
年
に
著
し
た
『
大
学
』

三
部
作
の
内
の
最
後
の
一
冊
、『
大
学
語
脉
解
』
に
着
目
し
た
い
。『
大
学
』
を
「
宇

宙
第
一
の
書
」
と
評
し
、「
万
世
不
易
の
模
範
」
と
し
た
平
泉
に
と
っ
て
、『
大
学
』

が
彼
の
思
想
の
根
本
的
支
柱
と
な
っ
て
い
る
こ
と
は
疑
い
な
い
。『
大
学
語
脉
解
』

に
着
目
す
る
こ
と
で
、
平
泉
の
思
想
的
背
景
が
明
ら
か
に
な
り
、
さ
ら
に
は
養
賢

堂
の
学
制
改
革
に
つ
い
て
の
思
想
面
の
理
解
も
よ
り
深
ま
る
で
あ
ろ
う
。
本
稿
で

は
そ
の
足
が
か
り
と
し
て
、『
大
学
語
脉
解
』
の
成
立
過
程
に
つ
い
て
検
討
す
る
。

第
一
章
　
大
槻
平
泉
と
『
大
学
』

一
、
大
槻
平
泉
と
は

ま
ず
、
大
槻
平
泉
の
経
歴
を
整
理
す
る
。
大
槻
平
泉
（
通
称
民
治
、
名
は
清
準
、

字
は
子
縄
、
平
泉
は
号
／
一
七
七
三
〜
一
八
五
〇
年
）
は
、
磐
井
郡
中
里
村
（
現

岩
手
県
一
関
市
）
に
生
ま
れ
、
志
村
東
嶼（

2
）に

儒
学
を
学
ん
だ
。

寛
政
三
（
一
七
九
一
）
年
、
江
戸
に
渡
り
、
昌
平
黌
で
林
述
斎
、
柴
野
栗
山
、

古
賀
精
里
の
教
え
を
受
け
た
後
、
享
和
元
（
一
八
〇
一
）
年
に
六
十
日
間
、
享
和

三
（
一
八
〇
三
）
年
に
は
約
三
年
間
に
渡
っ
て
諸
国
を
遊
歴
し
、
様
々
な
知
識
人

と
交
流
し
た（

3
）。

文
化
五
（
一
八
〇
八
）
年
に
仙
台
藩
に
戻
っ
て
か
ら
は
養
賢
堂
で
講
釈
を
務
め
、

大
槻
平
泉
の
『
大
学
』
解
釈

　

―
『
大
学
語
脉
解
』
写
本
の
比
較
検
討

―

阿　

曽　
　
　

歩
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翌
年
に
は
養
賢
堂
の
学
頭
候
補
と
な
り
、
学
制
改
革
に
着
手
し
た
。
さ
ら
に
翌
年

の
文
化
七（
一
八
一
〇
）年
に
は
正
式
に
学
頭
に
就
任
し
、学
科
の
増
設
や
医
学
館
・

蘭
学
方
の
設
置
な
ど
、
あ
ら
ゆ
る
改
革
を
試
み
た
。
死
去
す
る
ま
で
の
約
四
十
年

間
、
学
頭
の
地
位
に
あ
っ
た
平
泉
は
、
仙
台
藩
の
学
問
を
考
え
る
上
で
最
も
重
要

な
人
物
の
一
人
と
い
え
る
。

主
な
著
作
に
、
鯨
の
生
態
や
捕
鯨
業
に
つ
い
て
書
か
れ
た
『
鯨
史
稿
』
（
4
）、

遊
歴

中
の
思
索
を
ま
と
め
た
『
経
世
体
要
』
（
5
）、

前
述
の
『
大
学
』
に
つ
い
て
の
三
部
作

が
あ
る
。
ま
た
著
書
序
目
に
よ
れ
ば
、『
孟
子
語
脉
考
』、『
孟
子
経
路
考
』な
ど
、『
孟

子
』
に
つ
い
て
書
か
れ
た
も
の
も
多
い（

6
）。

博
物
学
的
な
著
作
か
ら
、
儒
学
に
関
す

る
も
の
、
さ
ら
に
漢
詩
の
著
作
も
多
数
残
っ
て
お
り
、
平
泉
が
幅
広
い
学
識
を
有

す
る
人
物
で
あ
っ
た
こ
と
が
伺
え
る
。

二
、
大
槻
平
泉
と
『
大
学
』
三
部
作

天
保
一
一
（
一
八
四
〇
）
年
に
平
泉
に
よ
り
書
か
れ
た
と
さ
れ
る
『
大
学
語
脉

解
』
の
序
文
に
よ
れ
ば
、彼
は
『
大
学
』
三
部
作
を
『
大
学
章
句
証
義
（
以
下
『
証

義
』
と
す
る
）』、『
大
学
章
句
諸
説
弁
謬
（
以
下
『
弁
謬
』
と
す
る
）』、『
大
学
語

脉
解
（
以
下
『
語
脉
解
』
と
す
る
）』
の
順
に
著
し
た
。『
証
義
』
は
先
儒
が
既
に

述
べ
た
こ
と
を
集
め
た
も
の
、『
弁
謬
』
は
先
儒
が
述
べ
た
言
葉
の
中
で
間
違
っ

て
い
る
と
思
う
点
を
指
摘
し
て
弁
駁
し
た
も
の
、
そ
し
て
『
語
脉
解
』
は
前
二
作

で
説
き
き
れ
な
か
っ
た
こ
と
や
さ
ら
に
詳
し
く
説
く
べ
き
こ
と
を
説
い
た
も
の
で

あ
る
と
平
泉
は
述
べ
る
。

こ
の
三
部
作
の
う
ち
、
現
存
す
る
の
は
『
証
義
』
と
『
語
脉
解
』
の
み
で
、『
弁

謬
』
は
管
見
の
限
り
存
在
が
確
認
で
き
な
い（

7
）。『

証
義
』
は
慶
應
義
塾
図
書
館
に

所
蔵
が
確
認
さ
れ
て
い
る
が
、
経
一
章
の
途
中
で
文
が
終
わ
っ
て
お
り
、
そ
れ
以

降
の
部
分
は
な
い
。

本
稿
で
は
、
現
在
数
種
類
の
写
本
の
存
在
が
確
認
で
き
、
か
つ
全
章
へ
の
注
釈

が
揃
っ
て
い
る
『
語
脉
解
』
に
注
目
し
、そ
の
諸
本
を
比
較
検
討
す
る
こ
と
で
『
語

脉
解
』
の
成
立
過
程
を
明
ら
か
に
し
、
底
本
と
な
る
一
冊
を
確
定
す
る
。

三
、『
大
学
語
脉
解
』
諸
本
所
蔵
先

現
存
し
て
い
る
『
語
脉
解
』
の
所
蔵
先
は
以
下
の
通
り
で
あ
る
。

　
（
一
）
慶
應
義
塾
図
書
館
所
蔵
（175-94-1

、175-94-2

、175-94-3

）

　
（
二
）
慶
應
義
塾
大
学
附
属
研
究
所
斯
道
文
庫
所
蔵
（
ハ22A

-f22-1

）

　
（
三
）
東
京
都
立
中
央
図
書
館
特
別
買
上
文
庫
坂
本
広
太
郎
文
庫
所
蔵
（
特

6323

）

　
（
四
）
東
京
大
学
総
合
図
書
館
岡
百
世
文
庫
所
蔵
（B

60-1653

）

　
（
五
）
慶
應
義
塾
図
書
館
所
蔵
（210-60-1

）

こ
れ
ら
の
五
種
（
七
冊
）
の
中
で
、
特
に
重
要
な
の
は
（
一
）
と
（
二
）
で
あ

る
。
次
章
で
は
そ
れ
ら
を
中
心
に
考
察
す
る
。

ま
た
、
関
連
す
る
書
物
と
し
て
、
以
下
の
三
点
を
挙
げ
る
。

　

・『
平
泉
著
書
序
目
』
宮
城
県
図
書
館
所
蔵
（K

O
121/

へ4

）

　

・『
証
義
』
慶
應
義
塾
図
書
館
所
蔵
（175-96-1

）

　

・『 
大
学
章
句
補
翼
僭
説
・
論
語
集
註
補
翼
僭
説
（
以
下
『
僭
説
』
と
す
る
）』

慶
應
義
塾
図
書
館
所
蔵
（175-95-1

）
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『
平
泉
著
書
序
目
』
は
、
平
泉
の
息
子
ら
に
よ
っ
て
ま
と
め
ら
れ
た
も
の
で
あ

る（
8
）。

平
泉
の
著
書
一
覧
と
主
要
な
書
物
の
序
文
が
記
さ
れ
て
お
り
、『
大
学
』
三

部
作
の
書
名
や
『
語
脉
解
』
の
序
文
も
収
め
ら
れ
て
い
る
。『
証
義
』
は
、
文
章

を
推
敲
し
た
跡
が
あ
る
こ
と
か
ら
草
稿
と
み
ら
れ
る
。し
か
し
、現
存
す
る『
証
義
』

は
こ
の
一
冊
で
あ
る
た
め
、
貴
重
な
写
本
で
あ
る
。『
僭
説
』
は
、『
大
学
』
の
内
、

伝
の
六
章
と
十
章
に
つ
い
て
の
補
論
で
あ
る
。『
語
脉
解
』
の
内
容
を
検
討
す
る

際
に
は
参
照
す
る
必
要
が
あ
る
が
、
本
稿
で
は
扱
わ
ず
、
稿
を
改
め
て
扱
う
こ
と

と
す
る
。

第
二
章
　『
大
学
語
脉
解
』
諸
本
の
比
較
検
討

一
、
稿
本
の
存
在

ま
ず
、（
一
）
慶
應
義
塾
図
書
館
所
蔵
本
（175-94-1
、175-94-2

、175-94-3

）

に
つ
い
て
考
察
す
る
。
こ
れ
は
三
冊
が
一
つ
に
ま
と
め
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
。

こ
の
三
冊
に
は
、
本
文
と
は
別
に
書
か
れ
た
細
か
な
字
の
書
き
込
み
や
漢
字
の

訂
正
と
い
っ
た
推
敲
の
跡
が
み
え
る（

9
）。

後
の
諸
本
に
は
誤
字
脱
字
の
訂
正
は
あ
る

も
の
の
、
文
章
の
大
幅
な
変
更
や
注
記
は
ほ
と
ん
ど
見
ら
れ
な
い
。
こ
の
こ
と
か

ら
、
こ
の
三
冊
は
稿
本
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
れ
を
【
稿
本
三
冊
】
と
す
る（

10
）。

さ
ら
に
、
慶
應
義
塾
図
書
館
の
請
求
番
号
に
従
い
、175-94-1

を
Ａ
本
、175-

94-2

を
Ｂ
本
、175-94-3

を
Ｃ
本
と
す
る
。
た
だ
し
、
以
下
の
理
由
に
よ
り
、
書

か
れ
た
順
序
は
Ｂ
本
、
Ｃ
本
、
Ａ
本
の
順
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。

順
序
に
つ
い
て

書
名
に
着
目
す
る
と（

11
）、

Ｂ
本
は
当
初
「
大
学
語
脉
大
意
」
と
さ
れ
て
い
た
が
、

大
意
の
「
大
」
の
字
の
隣
に
「
解
」
の
書
き
込
み
が
加
え
ら
れ
て
い
る
（
史
料
①
）。

一
方
、
Ｃ
本
と
Ａ
本
の
書
名
は
「
大
学
語
脉
解
」
で
あ
る
（
史
料
②
、
③
）。
当

初
考
え
ら
れ
て
い
た
も
の
が
変
更
さ
れ
た
と
考
え
る
の
が
妥
当
で
あ
る
。

史
料
①
【
稿
本
三
冊
Ｂ
本
】

史
料
②
【
稿
本
三
冊
Ｃ
本
】

史
料
③
【
稿
本
三
冊
Ａ
本
】

本
文
の
異
同
に
も
注
目
す
る
と
、
経
一
章
の
冒
頭
で
は
、
Ｂ
本
に
見
ら
れ
る
本
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文
右
横
の
細
字
や
頭
注
の
加
筆
が
（
史
料
④
）、
Ｃ
本
で
は
本
文
中
に
書
き
直
さ

れ
て
い
る
（
史
料
⑤
、
直
さ
れ
た
部
分
を
傍
線
で
示
し
た（

12
））。

た
と
え
ば
、
Ｂ
本

頭
注
の
「
△
昔
人
曽
無
識
大
学
是
古
人
為
学
次
第
者
、
二
程
実
始
知
焉
」
が
、
Ｃ

本
で
は
二
度
目
の
「
二
程
実
始
知
焉
」
の
直
後
に
挿
入
さ
れ
、「
昔
人
曽
」
か
ら

始
ま
る
三
つ
の
文
が
対
句
の
形
式
で
書
か
れ
て
い
る
。

史
料
④
【
稿
本
三
冊
Ｂ
本
】

子
程
子
曰
一
段

昔
人
曽
無
識
大
学
是
孔
氏
之
遺
書
者
、
二
程
実
始
知
焉
―
昔
人
曽
無
識
大
学
是
初
学
入

徳
之
門
者
、
二
程
実
始
知
焉
、
故
二
程
実
始
尊
信
之
（
※
後
略
）

﹇
※
頭
注
﹈
△
昔
人
曽
無
識
大
学
是
古
人
為
学
次
第
者
、
二
程
実
始
知
焉

史
料
⑤
【
稿
本
三
冊
Ｃ
本
】

子
程
子
曰
條

昔
人
曽
無
識
大
学
是
孔
子
之
遺
書
者
、
二
程
実
始
知
焉
、
昔
人
曽
無
識
大
学
是
初
学

入
徳
之
門
者
、
二
程
実
始
知
焉
、
昔
人
曽
無
識
大
学
是
古
人
為
学
次
第
者
、
二
程
実

始
知
焉
、
二
程
実
始
尊
信
之
矣
（
※
後
略
）

さ
ら
に
、
史
料
④
Ｂ
本
左
上
の
頭
注
の
加
筆
を
例
に
、
こ
の
部
分
が
、
Ｃ
本
、

Ａ
本
と
ど
の
よ
う
に
推
移
す
る
の
か
見
て
み
よ
う
。
史
料
④
左
上
に
は
「
楊
亀
山

嘗
論
道
千
乗
之
国
章
曰
」
か
ら
始
ま
る
加
筆
が
あ
る
。
こ
れ
が
Ｃ
本
（
史
料
⑥
）

で
は
本
文
中
に
書
か
れ
て
い
る
。
こ
こ
で
は
、さ
ら
な
る
推
敲
と
し
て「
清
準
謂
」、

「
清
準
又
謂
」
な
ど
の
加
筆
が
見
ら
れ
る
が
、
こ
う
し
た
Ｃ
本
で
の
加
筆
は
、
Ａ

本
（
史
料
⑦
）
で
は
本
文
中
に
書
か
れ
て
い
る
。
ま
た
、
Ａ
本
で
は
「
楊
亀
山
」

か
ら
始
ま
る
一
文
と
「
謝
上
蔡
」
か
ら
始
ま
る
一
文
の
順
序
が
入
れ
替
わ
っ
て
い

る
が
、こ
れ
は
文
意
を
通
り
や
す
く
す
る
た
め
の
工
夫
で
あ
ろ
う
。Ａ
本
で
も「
以
」

や
「
之
」
の
脱
字
が
見
ら
れ
る
も
の
の
、
以
上
の
よ
う
な
加
筆
の
反
映
の
様
子
か

ら
、
Ｃ
本
の
後
に
Ａ
本
が
書
か
れ
た
こ
と
が
い
え
る
。
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史
料
⑥
【
稿
本
三
冊
Ｃ
本
】

清
準
謂
楊
亀
山
嘗
論
道
千
乗
之
国
章
曰
、
是
論
其
所
存
、
未
及
為
政
、
朝
鮮
李
退
渓
嘗

言
大
学
亦
論
其
所
存
、
当
取
以
為
読
大
学
之
法
。

清
準
又
謂
謝
上
蔡
嘗
論
鬼
神
云
、
作
此箇

題
目
以○

入
思
議
、
準○

 
謂○

大
学
三
綱
八
目
、
亦
皆
做

此箇

題
目
、
以
入
思
議
、
学
者
須
先
領
此
意
、
然
後
治
大
学
。

史
料
⑦
【
稿
本
三
冊
Ａ
本
】

清
準
謂
謝
上
蔡
嘗
論
鬼
神
言
、
作
箇
題
目
以
入
思
議
、
如
大
学
三
綱
八
目
、
亦
皆
做
箇

題
目
以
入
思
議
也
、
学
者
須
先
領
此
意
、
然
後
治
大
学
。

又
謂
楊
亀
山
嘗
論
道
千
乗
之
国
章
曰
、
是
論
其
所
存
、
未
及
為
政
、
朝
鮮
李
滉
嘗
言

大
学
亦
論
其
所
存
、
当
取
以
為
読
大
学
之
法
。

次
に
、
本
文
の
構
成
に
注
目
す
る
と
、
Ｂ
本
・
Ｃ
本
と
Ａ
本
で
は
構
成
が
異
な
っ

て
い
る
。
Ａ
本
の
冒
頭
に
は
「
大
学
語
脉
解
巻
首
」
が
あ
り
、
朱
熹
に
よ
る
「
大

学
章
句
序
」
に
対
す
る
平
泉
の
注
釈
か
ら
始
ま
る
。
一
方
、
Ｂ
本
・
Ｃ
本
は
「
子

程
子
曰
一
段
」（
Ｂ
本
で
は
「
一
段
」
で
は
な
く
「
條
」）
と
、
大
学
章
句
本
編
の

注
釈
か
ら
始
ま
り
、「
大
学
章
句
序
」
に
対
す
る
言
及
が
な
い
。
後
に
み
る
（
二
）

か
ら
（
五
）
の
写
本
に
は
、「
大
学
章
句
序
」
へ
の
注
釈
が
あ
り
、
こ
れ
ら
が
Ａ

本
の
体
裁
に
倣
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
Ｃ
本
の
後
に
Ａ
本
が
書
か
れ
た
こ
と
が
明

ら
か
で
あ
る
。

ま
た
、
奥
書
の
日
付
も
重
要
で
あ
る
。
Ａ
本
に
は
、「
丁
酉
十
月
起
草
戊
戌
正

月
脱卒

業稿　

準
記
」
と
あ
る
（
史
料
⑧
）。
Ｂ
本
と
Ｃ
本
に
は
日
付
は
な
い
。
他
の

写
本
（
二
）、（
三
）、（
五
）
に
は
、「
丁
酉
十
月
起
草
戊
戌
正
月
卒
業
」
の
文
字

と
書
か
れ
て
い
る
。
Ａ
本
で
「
脱
稿
」
を
「
卒
業
」
と
直
し
、（
二
）
以
下
が
そ

れ
に
倣
っ
た
の
で
あ
る
。

史
料
⑧
【
稿
本
三
冊
Ａ
本
】
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な
お
、
Ａ
本
に
倣
っ
て
（
二
）
斯
道
文
庫
所
蔵
の
写
本
（
以
下
【
斯
道
本
】
と

す
る
）
他
が
作
ら
れ
た
理
由
は
次
の
通
り
で
あ
る
。「
大
学
章
句
序
」
に
対
す
る

Ａ
本
の
注
釈
は
、Ａ
本
内
の
他
の
箇
所
と
比
べ
て
小
さ
い
文
字
で
書
か
れ
て
お
り
、

行
間
に
後
か
ら
書
き
足
さ
れ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
（
史
料
⑨
）。【
斯
道
本
】
他
に

は
こ
の
注
釈
文
が
本
文
と
同
じ
大
き
さ
で
書
か
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
み
て
（
史
料

⑩
）、【
斯
道
本
】
以
下
が
Ａ
本
に
倣
っ
て
書
か
れ
た
こ
と
が
わ
か
る
。

史
料
⑨
【
稿
本
三
冊
Ａ
本
】

史
料
⑩
【
斯
道
本
】

以
上
の
理
由
に
よ
り
、
こ
の
慶
應
義
塾
図
書
館
所
蔵
本
（175-94-1

、175-94-

2

、175-94-3

）
が
稿
本
で
あ
り
、
こ
の
三
冊
の
順
序
は
Ｂ
本
、
Ｃ
本
、
Ａ
本
と
な

る
。
そ
し
て
、Ａ
本
に
倣
い
、【
斯
道
本
】
以
下
の
他
の
諸
本
が
写
さ
れ
た
。
な
お
、

稿
本
三
種
に
は『
語
脉
解
』序
文
は
付
け
ら
れ
て
い
な
い
。『
語
脉
解
』の
序
文
と
は
、

こ
の
書
物
に
対
し
て
平
泉
が
記
し
た
序
文
で
あ
る
。
末
尾
に
は
「
天
保
庚
子
季
冬

下
弦　

東
奥
大
槻
清
準
撰
」と
あ
る
。
す
な
わ
ち
、天
保
一
一（
一
八
四
〇
）年
、『
語

脉
解
』
を
「
卒
業
」
し
て
か
ら
（
書
き
終
え
て
か
ら
）
二
年
後
に
序
文
が
書
か
れ

た
の
で
あ
る
。

二
、
写
本
の
異
同
に
つ
い
て

次
に
、
残
り
の
（
二
）
か
ら
（
五
）
の
諸
本
の
関
係
に
つ
い
て
比
較
検
討
し
た

い
。
四
種
の
写
本
の
う
ち
、
も
っ
と
も
清
書
本
に
近
い
も
の
は
斯
道
文
庫
が
所
蔵

す
る
写
本
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
以
下
で
は
（
二
）
の
【
斯
道
本
】
を
中
心
に
、

そ
の
他
の
写
本
と
比
較
検
討
す
る
。

ま
ず
、【
斯
道
本
】
の
書
誌
情
報
を
確
認
す
る
。【
斯
道
本
】
は
慶
應
義
塾
大
学

附
属
研
究
所
斯
道
文
庫
所
蔵
（
ハ22A

-f22-1

）、寸
法
は
二
六
㎝
×
十
七
．
五
㎝
。

全
五
八
丁
。
奥
書
に
は
「
丁
酉
十
月
起
草
戊
戌
正
月
卒
業
」
と
あ
る
（
Ａ
本
の
記

載
に
同
じ
）。
す
な
わ
ち
、
天
保
八
年
（
一
八
三
七
年
）
に
書
き
始
め
、
天
保
九

年
（
一
八
三
八
年
）
に
書
き
終
え
た
の
で
あ
る
。

「
濱
野
文
庫
」、「
麻
生
文
庫
」
の
印
が
あ
る
他（

13
）、「

白
石
良
能
」、「
北
第
六
心
街

也
」、「
一
塵
到
不
齋
」
の
三
つ
の
印
記
模
写
を
確
認
で
き
る
。
そ
の
内
、「
白
石

良
能
」
は
仙
台
藩
士
、
白
石
権
太
夫
良な
が
よ
し能
の
こ
と
で
あ
る（

14
）。

白
石
権
太
夫
は
書
道

家
で
、養
賢
堂
の
指
南
役
を
務
め
た
人
物
で
あ
る
。
ま
た
、前
述
し
た
よ
う
に
【
稿
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本
三
冊
】
と
異
な
り
、【
斯
道
本
】
に
は
平
泉
に
よ
る
『
語
脈
解
』
の
序
文
が
あ
る
。

次
に
【
斯
道
本
】
と
（
三
）
東
京
都
立
中
央
図
書
館
所
蔵
本
（
以
下
【
都
立
本
】

と
す
る
）
を
比
較
す
る
。【
都
立
本
】
は
、東
京
都
立
中
央
図
書
館
特
別
買
上
文
庫
、

坂
本
広
太
郎
文
庫
所
蔵（

15
）（

特6323

）、寸
法
は
二
六
㎝
×
一
七
．
五
㎝
。
全
五
八
丁
。

奥
書
は
「
丁
酉
十
月
起
草
戊
戌
正
月
卒
業
」
と
な
っ
て
お
り
、日
付
は
【
斯
道
本
】

と
同
じ
。『
語
脉
解
』
の
序
文
あ
り
。
朱
や
句
読
点
な
ど
の
書
き
込
み
は
な
い
。

こ
の【
都
立
本
】は【
斯
道
本
】を
写
し
た
も
の
で
あ
る
。
史
料
⑪
に
あ
る
通
り
、

【
斯
道
本
】
に
は
乱
丁
箇
所
が
一
ヶ
所
あ
り
、
十
丁
目
と
十
一
丁
目
の
順
序
が
逆

に
な
っ
て
い
る
。
左
上
に
は
「
下
」
の
字
、
次
の
丁
の
同
部
分
に
は
「
上
」
の
字

が
書
か
れ
、
本
来
の
順
序
が
示
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
、
史
料
⑪
は
右
側
が

九
丁
裏
、
左
側
が
十
一
丁
表
と
な
っ
て
お
り
、
当
然
な
が
ら
文
意
は
繋
が
ら
な
い
。

こ
こ
で
、【
都
立
本
】
の
同
箇
所
で
あ
る
史
料
⑫
を
見
る
と
、
左
の
丁
の
冒
頭

に
「
是
」
の
字
が
あ
る
が
、二
行
目
か
ら
は
【
斯
道
本
】
の
文
章
と
同
じ
で
あ
る
。

「
是
」
の
字
が
次
の
丁
に
あ
る
の
は
、
史
料
⑪
【
斯
道
本
】
九
行
目
の
脱
字
「
行
」

の
字
を
【
都
立
本
】
で
訂
正
し
た
こ
と
に
よ
り
、
一
字
ず
れ
て
し
ま
っ
た
の
で
あ

る
。
そ
れ
に
も
関
わ
ら
ず
【
都
立
本
】
で
は
、
二
行
目
か
ら
、【
斯
道
本
】
の
乱

丁
箇
所
を
そ
の
ま
ま
写
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
こ
の
乱
丁
箇
所
か
ら
、【
斯
道
本
】

が
先
に
書
か
れ
、
そ
れ
を
写
し
た
も
の
が
【
都
立
本
】
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。

さ
ら
に
、（
四
）
東
京
大
学
総
合
図
書
館
の
所
蔵
本
と
も
比
較
す
る
（
以
下
【
東

大
本
】
と
す
る
）。【
東
大
本
】
は
、
東
京
大
学
総
合
図
書
館
、
岡
百
世
文
庫
所 

蔵（
16
）（B
60-1653

）、
寸
法
は
二
六
㎝
×
一
七
．
五
㎝
。
全
六
〇
丁
。
奥
書
は
「
乙

丑
夏
五
月
起
草
」、
す
な
わ
ち
、
慶
應
元
（
一
八
六
五
）
年
で
あ
る
。『
語
脉
解
』

史
料
⑪
【
斯
道
本
】

﹇
慶
應
義
塾
大
学
附
属
研
究
所
斯
道
文
庫
所
蔵
﹈
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の
序
文
あ
り
。
書
写
し
た
人
物
に
つ
い
て
は
不
明
で
あ
る
。
朱
の
読
点
あ
り
。

こ
の
写
本
は
他
の
写
本
と
は
奥
書
の
日
付
が
異
な
っ
て
い
る
。
お
そ
ら
く
書
き

写
し
た
時
節
を
書
い
た
も
の
だ
と
考
え
ら
れ
る
（
慶
応
元
年
に
は
平
泉
は
既
に
没

し
て
い
る
）。
大
槻
平
泉
が
執
筆
し
て
か
ら
二
十
八
年
後
、
平
泉
の
死
後
に
も
写

本
が
行
わ
れ
て
い
た
。

こ
れ
ら
三
種
の
写
本
は
ど
れ
も
養
賢
堂
に
関
係
が
あ
る
。【
斯
道
本
】
に
印
の

あ
る
白
石
良
能
は
養
賢
堂
の
指
南
役
で
あ
っ
た
。【
都
立
本
】
は
【
斯
道
本
】
の

乱
丁
を
そ
の
ま
ま
写
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
も
と
は
養
賢
堂
に
関
連
す
る
人
物
が

所
有
し
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。【
東
大
本
】
を
所
有
し
て
い
た
岡
百
世
の
父
、

岡
千
仞
も
ま
た
養
賢
堂
の
指
南
役
で
あ
っ
た
。
こ
の
こ
と
か
ら
、『
語
脉
解
』
が

養
賢
堂
で
使
用
さ
れ
て
い
た
可
能
性
も
考
え
ら
れ
る
。

【
合
冊
本
】

最
後
に
慶
應
義
塾
図
書
館
所
蔵
の
写
本
（
以
下
【
合
冊
本
】
と
す
る
）
を
見
て

み
よ
う
。【
合
冊
本
】
は
慶
應
義
塾
図
書
館
所
蔵
（210-60-1

）、
寸
法
は
二
六
．

七
㎝
×
一
七
．
七
㎝
。
全
五
八
丁
。
奥
書
に
は
「
丁
酉
十
月
起
草
戊
戌
正
月
卒
業

　

準
記
」
と
あ
る
。
日
付
は
【
斯
道
本
】
や
【
都
立
本
】
と
同
じ
で
あ
る
が
、
こ

ち
ら
に
は
「
準
記
」
の
記
載
が
み
え
る
。
ま
た
、
本
写
本
は
三
冊
に
分
か
れ
て
い

た
も
の
を
合
冊
し
た
も
の
で
あ
る
。【
斯
道
本
】
を
含
む
上
記
三
種
に
あ
る
『
語

脉
解
』
の
序
文
は
な
い
。

【
合
冊
本
】
は
、
こ
れ
ま
で
の
三
種
の
写
本
と
は
異
な
る
系
統
に
属
す
る
写
本

と
思
わ
れ
る
。
先
に
述
べ
た
よ
う
に
こ
の
写
本
に
は
『
語
脉
解
』
の
序
文
が
な
い

史
料
⑫
【
都
立
本
】

﹇
東
京
都
立
中
央
図
書
館
特
別
文
庫
室
所
蔵
﹈
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こ
と
、
ま
た
筆
跡
か
ら
複
数
人
（
少
な
く
と
も
三
人
以
上
）
に
よ
る
執
筆
で
あ
る

こ
と
、
さ
ら
に
【
稿
本
三
冊
】
ほ
ど
大
規
模
で
は
な
い
も
の
の
、
い
く
つ
か
の
加

筆
と
、
文
意
の
変
更
を
伴
う
書
き
換
え
が
一
ヶ
所
行
わ
れ
て
い
る
こ
と
が
そ
の
理

由
で
あ
る
。
ま
た
、【
合
冊
本
】
に
は
、「
大
槻
文
庫
」
の
印
が
あ
る
。
こ
れ
ら
の

こ
と
を
踏
ま
え
る
と
、【
合
冊
本
】
は
、『
語
脉
解
』
の
草
稿
が
終
わ
り
、
清
書
本

が
完
成
し
た
後
に
も
、
平
泉
な
い
し
大
槻
家
に
よ
っ
て
、
さ
ら
に
加
筆
・
推
敲
さ

れ
て
い
た
可
能
性
が
考
え
ら
れ
る
。
以
下
に
順
番
に
見
て
い
く
。

ま
ず
注
目
す
べ
き
は
、【
合
冊
本
】
四
丁
裏
の
頭
注
に
書
か
れ
た
「
原
本
無
見

字
」
と
い
う
文
字
で
あ
る
（
史
料
⑬
）。
こ
こ
か
ら
、
こ
の
【
合
冊
本
】
が
「
原

本
」
を
参
照
し
て
写
さ
れ
た
こ
と
が
わ
か
る
。
こ
の
「
原
本
」
と
は
、
お
そ
ら
く

稿
本
作
成
後
に
清
書
さ
れ
た
本
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。上
記
の
写
本
の
内
、も
っ

と
も
こ
の
「
原
本
」
に
近
い
も
の
は
ど
れ
か
。
こ
こ
で
、【
斯
道
本
】
を
見
る
と
、

該
当
箇
所
に
は
「
見
」
の
字
は
な
い
（
史
料
⑭
）。
ま
た
、【
都
立
本
】、【
東
大
本
】

に
も
「
見
」
は
な
い
。

史
料
⑬
【
合
冊
本
】

史
料
⑭
【
斯
道
本
】

一
方
、【
稿
本
三
冊
Ａ
本
】
に
は
、「
見
」
の
字
が
書
か
れ
て
い
る
が
、
○
が
付

け
ら
れ
て
見
せ
消
ち
と
な
っ
て
い
る（
史
料
⑮
）
（
17
）。

見
せ
消
ち
に
な
っ
て
い
る
こ

と
か
ら
、「
無
見
字
」
と
言
え
な
い
こ
と
も
な
い
が
、【
稿
本
三
冊
Ａ
本
】
は
加
筆

が
多
く
、清
書
本
で
あ
る
と
は
言
い
難
い
。
し
た
が
っ
て
、こ
の
箇
所
か
ら
、も
っ

と
も
「
原
本
」
に
近
い
写
本
は
、【
斯
道
本
】
で
あ
る
と
す
る
の
が
妥
当
で
あ 

る（
18
）。

史
料
⑮
【
稿
本
三
冊
Ａ
本
】

つ
ま
り
、
こ
の
「
見
」
の
字
は
、
稿
本
の
段
階
で
一
度
消
さ
れ
て
、
清
書
で
も

書
か
れ
な
か
っ
た
文
字
を
、【
合
冊
本
】
に
お
い
て
再
び
そ
の
文
字
の
有
無
に
つ

い
て
検
討
し
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

次
に
、「
原
本
」
へ
の
加
筆
が
【
合
冊
本
】
で
直
さ
れ
た
点
に
つ
い
て
見
る
。「
原

本
」
を
も
っ
と
も
正
確
に
写
し
た
【
斯
道
本
】
に
は
、
誤
字
脱
字
を
示
す
加
筆
以
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外
に
、
数
カ
所
の
加
筆
が
存
在
す
る
。
こ
の
加
筆
は
、【
都
立
本
】
や
【
東
大
本
】

で
も
本
文
中
に
直
さ
れ
る
こ
と
は
な
く
、加
筆
と
し
て

0

0

0

0

0

書
か
れ
て
い
る
。
こ
れ
は
、

「
原
本
」
に
追
記
さ
れ
た
文
字
を
そ
の
ま
ま
忠
実
に
写
し
た
も
の
と
推
測
さ
れ 

る（
19
）。

そ
し
て
、
こ
の
加
筆
が
【
合
冊
本
】
で
は
直
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
一
例

を
挙
げ
よ
う
。

【
斯
道
本
】
六
丁
表
に
は
、「
其
間
凡
一
万
九
千
一
百
三
十
六
年
矣
」
と
い
う
本

文
の
横
に
小
さ
く
「
未
詳
或
謂
」
の
文
字
が
書
か
れ
て
い
る
（
史
料
⑯
）
（
20
）。

そ
れ

が
【
合
冊
本
】
で
は
、
本
文
中
に
収
め
ら
れ
、「
其
間
未
詳
。
或
謂
凡
一
万
九
千 

一
百
三
十
六
年
矣
（
※
傍
線
は
筆
者
に
よ
る
）」
と
な
っ
て
い
る
（
史
料
⑰
）。
こ

れ
は
【
稿
本
三
冊
Ａ
本
】
に
は
書
か
れ
て
お
ら
ず
（
史
料
⑱
）、
稿
本
作
成
後
、

清
書
さ
れ
た
「
原
本
」
に
お
け
る
加
筆
と
見
ら
れ
る
。

【
合
冊
本
】
が
、
こ
の
箇
所
を
「
原
本
」
通
り
に
加
筆
と
し
て
写
す
の
で
は
な

く
、
本
文
中
に
直
し
て
写
し
た
の
は
何
を
意
味
す
る
の
で
あ
ろ
う
か
。
そ
れ
は
、

【
合
冊
本
】
が
、「
原
本
」
を
超
え
て
、
さ
ら
に
完
成
度
を
高
め
よ
う
と
し
た
こ
と

を
示
す
の
で
は
な
い
か
。

史
料
⑯
【
斯
道
本
】

史
料
⑰
【
合
冊
本
】

史
料
⑱
【
稿
本
三
冊
Ａ
本
】

も
う
一
例
、「
大
学
章
句
序
」
の
「
三
代
之
隆
至
有
学
」
の
部
分
へ
の
加
筆
を

挙
げ
る
。
史
料
⑲
【
斯
道
本
】
注
釈
部
分
二
行
目
の
「
○
」
右
横
に
は
線
が
引
か

れ
て
お
り
、
そ
の
下
に
「
出
弁
謬
」
と
書
か
れ
て
い
る
。「
弁
謬
」
と
は
先
に
述

べ
た
平
泉
の
『
大
学
』
三
部
作
の
二
作
目
『
弁
謬
』
の
こ
と
で
あ
ろ
う
。
こ
の
部

分
は
、「
○
」
以
下
が
『
弁
謬
』
に
既
に
記
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
指
摘
し
た
形
跡

と
考
え
ら
れ
る
。
い
ず
れ
に
せ
よ
、『
語
脉
解
』
の
本
文
に
は
不
要
と
判
断
し
た

も
の
と
見
え
る
。
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史
料
⑲
【
斯
道
本
】

【
合
冊
本
】
で
同
箇
所
を
確
認
す
る
と
、「
○
」
以
下
は
書
か
れ
て
い
な
い
（
史

料
⑳
）。【
稿
本
三
冊
Ａ
本
】
に
は
、「
○
」
の
字
は
見
え
る
が
、
そ
れ
以
降
は
書

か
れ
て
い
な
い
（
史
料
㉑
）
（
21
）。

こ
の
「
○
」
の
字
は
続
き
を
書
く
つ
も
り
で
印
を

付
け
た
の
か
、
定
か
で
は
な
い
。
し
か
し
、【
都
立
本
】、【
東
大
本
】
に
は
、【
斯

道
本
】
と
同
じ
く
、「
出
弁
謬
」
の
字
と
と
も
に
、「
○
」
以
降
の
文
章
が
書
か
れ

て
お
り
、
明
ら
か
に
【
合
冊
本
】
は
こ
れ
ら
の
写
本
と
は
異
な
っ
た
写
し
方
が
さ

れ
て
い
る
。

史
料
⑳
【
合
冊
本
】

史
料
㉑
【
稿
本
三
冊
Ａ
本
】

た
だ
し
、「
原
本
」
に
お
け
る
加
筆
と
見
ら
れ
る
次
の
一
カ
所
は
、
ど
の
写
本

で
も
本
文
中
に
直
さ
れ
て
い
な
い
。【
斯
道
本
】
二
十
七
丁
裏
に
は
、「
故
民
皆
含

自
新
之
機
」
と
小
さ
な
文
字
で
書
き
加
え
ら
れ
て
い
る
が
（
史
料
㉒
）、【
合
冊

本
】
を
含
め
、
他
の
写
本
で
も
同
じ
よ
う
に
書
か
れ
て
い
る
の
み
で
あ
る
。「
原

本
」
で
加
筆
さ
れ
た
箇
所
が
、【
合
冊
本
】
執
筆
時
に
も
直
さ
れ
て
い
な
い
の
は
、

ま
だ
検
討
を
要
す
る
と
考
え
た
か
ら
で
あ
ろ
う
か
、
正
確
な
理
由
に
つ
い
て
は
不

明
で
あ
る
。
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史
料
㉒
【
斯
道
本
】

さ
ら
な
る
推
敲

さ
ら
に
、【
合
冊
本
】
で
は
、
加
筆
の
反
映
だ
け
で
は
な
く
、
文
章
を
読
み
や

す
く
す
る
た
め
、
ま
た
は
よ
り
内
容
を
深
く
理
解
す
る
た
め
に
文
意
が
変
え
ら
れ

て
い
る
。

も
っ
と
も
大
き
な
変
更
は「
大
学
章
句
序
」の
注
釈
で
あ
る
。【
斯
道
本
】で
は『
大

学
』
を
「
三
義
」
と
し
て
い
る
の
に
対
し
（
史
料
㉓
）、【
合
冊
本
】
で
は
、「
二
義
」

と
な
っ
て
い
る
他
、
後
半
の
文
章
も
異
な
っ
て
い
る
（
史
料
㉔
）。

史
料
㉓
【
斯
道
本
】

大
学
一
也
、
或
以
制
言
、
或
以
道
言
、
或
以
書
言
、
共
是
三
義
、

然
書
名
本
自
戴
道
術
而
分
出
、
則
畢
竟
是
帰
制
道
二
義
、

史
料
㉔
【
合
冊
本
】

大
学
一
也
。
或
以
制
言
。
或
以
道
言
。
共
是
二
義
。
又
有
以
載
道
書
。

共
学
者
冝
隨
見
識
認

【
稿
本
三
冊
Ａ
本
】
や
【
都
立
本
】、【
東
大
本
】
の
該
当
部
分
を
確
認
す
る
と
、

そ
の
注
釈
は
【
斯
道
本
】
の
そ
れ
と
同
じ
で
あ
り
、【
合
冊
本
】
で
の
み
改
変
さ

れ
て
い
る
。
こ
れ
は
、『
大
学
』
を
ど
う
解
釈
す
る
の
か
を
示
す
重
要
な
箇
所
で

あ
り
、
こ
の
部
分
が
書
き
換
え
ら
れ
て
い
る
こ
と
は
留
意
す
べ
き
で
あ
る
。

さ
ら
に
、【
合
冊
本
】
の
「
蓋
自
天
降
至
之
也
」
の
注
釈
部
分
に
は
、「
於
生
前
」

と
い
う
加
筆
が
あ
る
（
史
料
㉕
）。
こ
の
加
筆
は
他
の
ど
の
写
本
に
も
見
ら
れ
ず
、

【
合
冊
本
】
独
自
の
も
の
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
、【
合
冊
本
】
は
、
他
の
写
本
と

は
異
な
り
、『
語
脉
解
』
の
清
書
が
完
成
し
た
後
に
も
加
筆
の
反
映
や
さ
ら
な
る

推
敲
が
加
え
ら
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。

史
料
㉕
【
合
冊
本
】
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以
上
、四
種
類
の
写
本
を
検
討
し
た
結
果
、【
稿
本
三
冊
Ａ
本
】
を
も
と
に
、「
原

本
」
に
よ
り
近
い
内
容
で
形
成
さ
れ
た
写
本
群
（【
斯
道
本
】、【
都
立
本
】、【
東

大
本
】）
と
、「
原
本
」
の
加
筆
を
反
映
し
、
さ
ら
に
推
敲
を
加
え
た
写
本
（【
合

冊
本
】）
が
存
在
す
る
こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ
た
。
底
本
と
す
る
べ
き
写
本
を
考

え
る
と
、【
合
冊
本
】
は
『
語
脉
解
』
序
文
が
な
い
こ
と
や
、
複
数
人
に
よ
る
執

筆
で
あ
る
こ
と
な
ど
の
不
確
定
要
素
が
多
く
、底
本
と
す
る
に
は
不
十
分
で
あ
る
。

各
写
本
の
状
況
か
ら
見
て
、
も
っ
と
も
「
原
本
」
に
近
い
【
斯
道
本
】
を
底
本
と

す
る
の
が
適
切
で
あ
る
。

第
三
章
　
今
後
の
展
望

本
稿
で
は
現
存
す
る
大
槻
平
泉
『
大
学
語
脉
解
』
の
写
本
に
つ
い
て
比
較
検
討

し
た
。
そ
の
結
果
、『
大
学
語
脉
解
』
は
資
料
①
の
よ
う
な
成
立
過
程
を
経
た
も

の
と
考
え
ら
れ
る
。
す
な
わ
ち
、
ま
ず
【
稿
本
三
冊
】
が
Ｂ
、
Ｃ
、
Ａ
の
順
序
で

書
か
れ
た
。
そ
の
後
、
稿
本
の
最
終
稿
と
し
て
清
書
本
、
い
わ
ゆ
る
「
原
本
」
が

書
か
れ
、
そ
れ
に
倣
っ
て
、【
斯
道
本
】
が
書
か
れ
、【
都
立
本
】、【
東
大
本
】
と

続
い
た
。
ま
た
一
方
で
、
さ
ら
に
推
敲
を
加
え
た
【
合
冊
本
】
が
書
か
れ
た
。
以

上
の
考
察
に
よ
り
、【
斯
道
本
】
が
最
も
「
原
本
」
に
近
い
も
の
と
考
え
、
こ
れ

を
底
本
と
し
て
翻
刻
し
て
い
る
。

今
後
は
翻
刻
及
び
注
釈
を
付
け
、
内
容
を
検
討
し
、
大
槻
平
泉
の
思
想
の
特
徴

や
思
想
史
的
な
位
置
づ
け
を
明
ら
か
に
し
た
い
。
仙
台
藩
藩
校
養
賢
堂
の
中
心
人

物
で
あ
っ
た
大
槻
平
泉
の
思
想
が
明
ら
か
に
な
る
こ
と
で
、
養
賢
堂
の
学
制
改
革

の
性
質
も
よ
り
理
解
が
深
ま
る
の
で
は
な
い
で
あ
ろ
う
か
。

資
料
①
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註

（
1
） 
鵜
飼
幸
子
「
大
槻
家
の
人
々
」
渡
辺
信
夫
（
編
）『
宮
城
の
研
究
』
第
五
巻
、
清
文

堂
出
版
、
一
九
八
三
年
、
鵜
飼
幸
子
「
養
賢
堂
の
学
制
改
革
に
つ
い
て

―
桜
田
欽

斎
、
志
村
篤
治
の
反
論
を
中
心
に

―
」『
仙
台
市
博
物
館
調
査
研
究
報
告
』
二
号
、

仙
台
市
博
物
館
、
一
九
七
九
年
、
大
藤
修
『
仙
台
藩
の
学
問
と
教
育
：
国
宝
大
崎
八

幡
宮　

仙
台
・
江
戸
学
叢
書
十
三
』
大
崎
八
幡
宮　

仙
台
・
江
戸
学
実
行
委
員
会
、

二
〇
〇
九
年
、
仙
台
市
史
編
さ
ん
委
員
会
（
編
）『
仙
台
市
史
：
通
史
編
五
、
近
世
三
』

仙
台
市
、
二
〇
〇
四
年
な
ど
。

（
2
） 

志
村
東
嶼
は
仙
台
藩
の
儒
者
。
兄
五
城
、
弟
篤
治
と
と
も
に
学
業
に
優
れ
、「
志
村

三
珠
樹
」
と
呼
ば
れ
た
。

（
3
） 

た
と
え
ば
、
頼
山
陽
や
古
川
古
松
軒
と
の
交
流
が
挙
げ
ら
れ
る
。
頼
山
陽
は
平
泉

に
自
身
の
著
作
へ
の
序
文
の
執
筆
を
依
頼
し
て
い
る
。（
濱
野
靖
一
郎
『
頼
山
陽
の
思

想
』
東
京
大
学
出
版
会
、
二
〇
一
四
年
）
古
川
古
松
軒
と
は
地
理
学
に
つ
い
て
論
じ

た
こ
と
が
『
経
世
体
要
』
に
書
か
れ
て
い
る
。

（
4
） 

『
鯨
史
稿
』
に
つ
い
て
は
以
下
を
参
照
の
こ
と
。
森
弘
子
・
宮
崎
克
則
『
鯨
取
り
の

社
会
史
』
花
乱
社
、
二
〇
一
六
年

（
5
） 

『
経
世
体
要
』
に
つ
い
て
は
稿
を
改
め
て
記
す
予
定
で
あ
る
。

（
6
） 

『
平
泉
著
書
序
目
』（
宮
城
県
図
書
館
所
蔵
）
に
よ
る
。
平
泉
が
著
し
た
孟
子
関
連

の
著
作
の
「
序
」
が
収
め
ら
れ
て
い
る
。

（
7
） 

そ
も
そ
も
『
証
義
』
と
『
弁
謬
』
が
完
成
し
た
稿
で
あ
る
か
は
疑
問
が
残
る
。『
平

泉
著
書
所
目
』
に
は
、『
語
脉
解
』
の
序
は
あ
る
が
、『
証
義
』
と
『
弁
謬
』
の
序
は
な
い
。

（
8
） 

『
平
泉
著
書
序
目
』
の
扉
に
は
こ
の
書
物
の
作
成
に
携
わ
っ
た
人
々
の
名
前
が
記
さ

れ
て
い
る
。
そ
れ
に
よ
れ
ば
、息
子
で
あ
る
格
治
（
習
斎
）
が
中
心
と
な
り
、堀
友
直
、

石
澤
遠
ら
に
よ
っ
て
作
成
さ
れ
た
。
彼
ら
は
平
泉
の
弟
子
と
思
わ
れ
る
。

（
9
） 

稿
本
の
筆
記
者
に
つ
い
て
は
正
確
な
こ
と
が
わ
か
っ
て
い
な
い
。
近
世
に
お
い
て

は
、
本
人
以
外
の
人
物
が
代
筆
す
る
こ
と
は
珍
し
く
な
か
っ
た
（
中
野
三
敏
『
和
本

の
海
へ
』
角
川
学
芸
出
版
、
二
〇
〇
九
年
、
二
〇
六
頁
）。
こ
れ
ら
の
稿
本
も
、
お
そ

ら
く
平
泉
の
息
子
な
い
し
弟
子
た
ち
が
執
筆
し
、
平
泉
が
加
筆
し
た
と
考
え
ら
れ
る
。

（
10
） 

写
本
名
を
記
す
際
に
は
、
見
や
す
さ
を
考
慮
し
て
隅
付
き
括
弧
を
用
い
た
。

（
11
） 

稿
本
の
三
冊
に
は
表
紙
に
題
簽
が
な
い
。
な
お
、
以
下
で
検
討
す
る
【
斯
道
本
】

に
は
題
簽
が
あ
る
。【
都
立
本
】
に
は
題
簽
は
な
く
、
表
紙
に
直
接
書
名
が
書
か
れ
て

い
る
。【
東
大
本
】
に
は
題
簽
が
あ
っ
た
跡
が
あ
り
、
そ
こ
に
直
接
書
名
が
書
き
込
ま

れ
て
い
る
。【
合
冊
本
】
に
は
題
簽
は
な
い
。

（
12
） 

た
だ
し
、
Ｂ
本
で
「
孔
氏
」
と
さ
れ
て
い
る
の
が
、
Ｃ
本
で
は
「
孔
子
」
と
な
っ

て
い
る
が
、『
大
学
』
本
文
を
見
る
と
、
こ
こ
は
「
孔
氏
」
が
正
し
い
た
め
、
転
写
ミ

ス
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
。
稿
本
で
は
他
に
も
字
の
異
同
が
多
く
あ
る
が
、
そ
の
詳
細

な
検
討
、
及
び
そ
れ
ぞ
れ
の
異
同
の
意
義
に
つ
い
て
の
検
証
は
翻
刻
掲
載
時
に
行
う

予
定
で
あ
る
。

（
13
） 

「
濱
野
文
庫
」は
、漢
学
者
浜
野
知
三
郎（
一
八
七
九
〜
一
九
四
一
年
）の
蔵
書
印
、「
麻

生
文
庫
」は
、斯
道
文
庫
の
前
身
で
あ
る
財
団
法
人
の
設
立
者
麻
生
太
賀
吉（
一
九
一
一

〜
一
九
八
〇
年
）
の
蔵
書
印
。

（
14
） 

斯
道
文
庫
、
一
戸
渉
准
教
授
よ
り
ご
指
摘
い
た
だ
い
た
。

（
15
） 

坂
本
広
太
郎
は
伊
勢
神
宮
の
禰
宜
、
儀
式
課
長
。
教
育
思
想
関
係
資
料
を
蒐
集
し

た
蔵
書
家
。
生
没
年
月
日
は
不
明
。
一
九
二
五
（
大
正
十
四
）
年
に
行
っ
た
講
演
の

記
録
『
伊
勢
神
宮
の
沿
革
』（
同
年
発
行
）
他
、伊
勢
神
宮
に
関
す
る
著
作
が
数
冊
あ
る
。

東
京
都
立
図
書
館W

eb

サ
イ
ト
参
照

 
<

http://w
w

w
.library.m

etro.tokyo.jp/edo_tokyo/tokubun_guide/kaiage/

tabid/1016/D
efault.aspx>

（
最
終
ア
ク
セ
ス
二
〇
一
六
年
一
一
月
二
五
日
）

（
16
） 
岡
百
世
は
、
岡
千
仞
の
長
男
。
岡
千
仞
（
一
八
三
三
〜
一
九
一
四
）
は
、
仙
台
藩

に
生
ま
れ
、
藩
校
養
賢
堂
を
経
て
、
昌
平
黌
で
学
ん
だ
。
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（
17
） 
な
お
、「
人
生
八
歳
至
之
道
」の
節
は「
大
学
章
句
序
」に
あ
る
が
、【
稿
本
三
冊
】Ｂ
本
、

Ｃ
本
に
は
該
当
箇
所
へ
の
注
釈
は
存
在
し
な
い
の
で
検
討
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。

（
18
） 

【
斯
道
本
】
そ
の
も
の
が
「
原
本
」
で
あ
る
可
能
性
も
な
い
こ
と
は
な
い
が
、
筆
記

者
が
判
別
で
き
な
い
状
況
で
は
確
定
で
き
な
い
。

（
19
） 

こ
の
加
筆
に
つ
い
て
、
平
泉
以
外
の
人
物
に
よ
っ
て
書
か
れ
た
た
め
に
、
書
写
者

が
重
要
で
な
い
と
判
断
し
て
本
文
中
に
入
れ
な
か
っ
た
と
い
う
見
方
も
可
能
で
あ
る

が
、
加
筆
部
分
は
、
よ
り
注
釈
の
精
度
を
高
め
る
た
め
に
書
か
れ
た
と
見
る
こ
と
が

で
き
る
の
で
、
本
稿
で
は
こ
の
説
を
取
ら
な
い
。

（
20
） 

【
都
立
本
】
に
は
「
未
詳
或
謂
」
の
記
載
は
な
い
。「
其
間
凡
一
万
九
千
一
百
三
十
六

年
矣
」
と
書
か
れ
て
い
る
の
み
で
あ
る
。【
東
大
本
】
に
は
、「
文
法
或
謂
」
と
記
さ

れ
て
い
る
。
意
味
と
し
て「
未
詳
」が
適
切
で
あ
る
の
で
、【
東
大
本
】は
写
す
際
に
誤
っ

た
も
の
と
思
わ
れ
る
。

（
21
） 

註（
17
）と
同
様
に
、
該
当
箇
所
は
「
大
学
章
句
序
」
内
に
あ
る
た
め
、
Ｂ
本
、
Ｃ
本

を
参
照
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。


